
県立小鹿野高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 総合学科 
R7.5.1 

生徒数 

(男) 68 

(女) 38 
計 106 

アクセス 
西武鉄道西武秩父駅、秩父鉄道秩父駅から西武バス小鹿野車庫行に乗車、「小鹿野」バス停

下車徒歩５分 

＜目指す学校像＞ 

 総合学科高校の特色を生かし、生徒の「学力・人間力・思いやり・創造性」をはぐくみ、地域に愛され、

期待に応える学校。 

＜教育課程等＞※１ 

  １年次は、総合学科の原則履修科目である「産業社会と人間」において、インターンシップを実施、２

年次からは、自分で作成した時間割に基づき学習できる。「福祉生活系列」「地域観光系列」「文理総合系

列」「文化教養系列」のうち１つを選び、約７６の選択科目から、自分の進路実現に必要な科目を選び、

主体的に学習を進めていくことができる。「総合的な探究の時間」においては、小鹿野町総合政策課と連

携し、地域を理解し、将来の地域を担う人材を育成することを目標とし、生徒自身で設定した課題に向け

て、地域の方の協力のもと、探究活動を進めることができる。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

 粘り強く学習に取り組み、自ら学力を高めていく生徒、及び地域の要望に応え、地域から愛される思

いやりのある生徒。 

＜学校行事＞ 

  文化祭として地域密着型の「わらじかフェスタ」を開催している。来場者数は多い年で約１,０００人

にもなり、生徒の発表を多くの方々に見てもらっている。小鹿野高校は、様々な行事の機会を捉え、生徒

の自己有用感を育んでいく学校である。 

＜部活動＞ 

野球部（令和６年度秋季高等学校野球大会県大会出場）、 

柔道部（令和 7 年度春季北部支部高校柔道大会 男子個人８１kg 級 第 3 位） 

陸上部（令和 6 年度 埼玉県新人大会やり投げ 北部地区 1 位 県大会 7 位） 

ボランティア部（地域等の各種ボランティア活動参加） 

竹あかり部（小鹿野町七夕フェスティバル参加等） 

＜家庭・地域との連携＞ 

   令和元年度からは、埼玉県の県立高校では初となるコミュニティ・スクールとしての活動を開始し、学

校、家庭、地域が、協働しながら生徒の豊かな成長を支え、地域とともにある学校づくりを進めている。

小鹿野町とは、包括連携協定を結び、「小鹿野高校魅力化プロジェクト」として、総合的な探究の時間や

竹あかりの取組をはじめとし、様々な形で、地域との連携した取組を実践している。小鹿野町教育委員会

主催の地元小中学生や高校生、社会人を対象とした「小鹿野未来塾」には、指導者として貢献するととも

に、本校生徒も受講可能であり、漢字検定や英語検定の受検料を補助していただいている。また、西秩父

観光協会や地域施設等から声を掛けていただき、ボランティア活動等へも積極的に参加している。地域

の力を借りながら、学校以外の人々と行う取組を通して、生徒の可能性を引き出し、地域を支える人材と

しての資質・能力を育んでいる。 

進

路 

R7.3 

卒業生 
四大 6 人 短大 1 人 専門 2 人 就職 18 人 

傾向 

 全体の６割が就職、そのうち半数以上が、秩父管内（地元）に就職している。 

進学者は、大学、専門学校とも、全員、指定校推薦など推薦制度を利用する。就職は、製

造業、サービス業（介護を含む）が多い。 

 生徒一人ひとりの希望進路実現に向け、少人数の利点を活かし、生徒に寄り添ったきめ

細かい進路指導を 1 年次から計画的に実施している。 

【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 



「入学」

部活動で自分を磨く！
野球部
令和6年度秋季高校野球大会 県大会出場

柔道部
令和7年度春季北部室高校柔道大会 81kg 3位

陸上部
令和6年度埼玉県新人大会
やり投げ 北部地区１位 県大会7位

ボランティア部
地域等の各種ボランティア活動参加

竹あかり部
小鹿野町七夕フェスティバル参加等

スクールカウンセラー等で
学校生活をバックアップ！

基礎学力の向上
少人数学級編制、習熟度別学習や進学補習等、
一人ひとりの学力向上！

少人数だからできる
面倒見の良さ。
入って伸びる学校！

文化祭「わらじかフェスタ」
年次生全員で絆づくり、体感を醸成！

埼玉県立小鹿野高等学校 ～生徒の育成方針～

基礎から発展まで一人ひとり
に応じた学びの実現！

『本校（総合学科）だからできること』
①福祉生活系列…在校中の「介護職員初任者

研修」取得
②地域観光系列…地域の資源を生かした実践

的・体験的な学習活動
③文理総合系列…4年制大学等の進学を意識

した学習
④文化教養系列…簿記や芸術等の実技的な活

動を行い、職業人として必
要な知識等の育成
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新たな自信を持って「卒業」
学習 ：卒業後も「学び続ける」力
進路 ：希望進路に繋がるキャリア
生活 ：社会規範の尊重

３年次

勤労意識・奉仕の精神
をはぐくむとともに、基
礎学力を定着

２年次

礼儀や思いやりの心を
はぐくみ、主体性の向上

１年次

協調性、社会性を身に
付け、自己実現の達成

１年次生全員を対象
にインターンシップ
の実施！


	スライド 1: 埼玉県立小鹿野高等学校　～生徒の育成方針～

